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5月1日現在♪

らいふつくば花畑

空室 0

空室状況

今月の行事食
施設からのお知らせ

春の健康診断を行いました。
次回は秋に実施予定です。
又コロナ接種6回目を
来月より予定しております。

5月の予定

未定

4月の風物詩 花祭りとお花見

降誕会

中国・朝鮮では旧暦（太陰暦）の４月８日が三仏会のひとつである「降誕
会(こうたんえ)」「仏生会(ぶっしょうえ)」（お釈迦さまの誕生日）という
ことになっています。
日本でも以前は旧暦４月８日（この日は必ず大安）に降誕会を祝っていま
したが、現在は新暦の４月８日が一般的になっています。桜花舞うこの時
期の降誕会は、花祭りとも呼ばれお釈迦さまの誕生を今に再現し祝う法会
で、花御堂というお堂にお釈迦さまの誕生仏をまつり甘茶を灌ぐ儀式、灌
仏会が行われます。
南方の伝説では、誕生日はインド暦第二の月・ヴェーサーカ（太陽暦の４
～５月に相当）の満月の日であるとしていますが、お釈迦さまの誕生日を
４月８日とするのは、カニシカ王時代の仏教詩人アシュヴァゴーシャ（馬
鳴(めみょう)：１～２世紀）が書いた『ブッダ・チャリタ』の漢訳本『仏
所行讃』というお釈迦さまの誕生から涅槃に至るまでの生涯を描いた叙事
詩がもとになっています。
お釈迦さまは、今から約2500年前、現在はネパール領となっていますが、
ヒマラヤのふもとのカピラ国ルンビニー苑で浄飯大王（じょうばんだいお
う）、摩耶夫人（まやぶにん）の父母のもとに、花咲き匂う春８日、釈迦
族の皇太子としてお生まれになりました。


	スライド 1
	スライド 2

